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整 理 番 号  2023Ｐ-095 

補助事業名  2023年度  検診車・移動診療車の整備 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人とくしま未来健康づくり機構 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

徳島県では、過疎、高齢化が急速に進展し、医療資源の偏在も顕著であることから、 

肺がんや結核等の早期発見のための巡回検診の重要性は益々高まっている。また、高

齢者や障がい者などの検診では、車椅子またはストレッチャーでの撮影が必要となる

ケースも多いことから、県内唯一のリフト付き検診車の更新が急務となっていた。 

そこで、最新鋭の撮影機器を搭載したリフト付き検診車を整備し、医療機関の少な

い地域も含め県内全域をくまなく巡回し、精度の高い、安心・安全な胸部検診を県民

に等しく提供し、肺がん等の早期発見、早期治療を図り県民の健康増進に寄与する。 

 

（２）実施内容 

 胸部Ｘ線デジタル検診車   

 (URL) 事業完了報告はコチラ 

 

公益財団法人ＪＫＡの2023年度検診車整備事業により、最新鋭の胸部Ｘ線デジタル

検診車を更新整備しました。 

 

  ・整 備 事 業 費  56,618,100円 

 ・内 公益財団法人ＪＫＡによる補助金  23,000,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       検診車右側面             検診車リフト 

http://www.toku-souken.ne.jp/information/upload/files/medical-examination-car.pdf
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２ 予想される事業実施効果 

今回、整備した検診車は、Ｘ線を検出するデジタルラジオグラフィシステムを高感 

度で高精細・高画質のものとすることで、受診者の被曝線量が軽減し精度の高い検診 

が実施できるとともに、検診車内をバリアフリーとすることで受診者の安全性を向上 

し高齢者や身体障がい者に優しい検診が実施できる。 

 今後も過疎化や高齢化の進展が見込まれており、医療機関への移動を伴わない車両 

による胸部検診は、利便性が良いことから県内事業所や福祉施設等における検診需要 

が見込まれる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

   機関紙 「健診センターだより」 (URL)「健診センターだより」はコチラ 

 

 がん等の生活習慣病予防の普及啓発用として、毎年1回発行している機関紙「健診

センターだより」に胸部Ｘ線デジタル検診車紹介を掲載し、市町村、事業所など関

係機関に配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

          機関紙「健診センターだより」 

 

 

http://www.toku-souken.ne.jp/information/upload/files/202404171654510965.pdf
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人とくしま未来健康づくり機構 

（コウエキザイダンホウジン トクシマミライケンコウヅクリキコウ） 

住   所： 〒770-0042 

       徳島市蔵本町1丁目10番地3 

代 表 者： 代表理事 福井廣祐（フクイ コウスケ） 

担 当 部 署： 総務課（ソウムカ） 

担 当 者 名： 総務課長 柳谷教之（ヤナギヤ ノリユキ）  

電 話 番 号： 088-633-2266 

F A X： 088-633-1811 

E - m a i l： tokusoken@nifty.com  

U R L： http://www.toku-souken.ne.jp/ 
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